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（１） 地下水流動保全工法の検討経緯と今回の審議内容

（２） 地下水流動保全工法の構造形式変更について

（３） 地下水流動保全工法の設計及び性能評価結果

資料－１



設計条件の整理 ・地質、地下水
・道路構造、用地制約
・土質定数

工法選定

概略設計 ・施設の仕様（径,配置ピッチ）を 概略的に算定
・目詰まりの照査 （限界流速を超えないことを確認）

性能評価
（三次元浸透流解析）

・施設配置後の地下水位変動量と目詰まりを
解析により照査
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○地下水流動保全工法の基本構造をタイプ１としたときの性能評価確認を実施した（中央ＪＣＴ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 地下水流動保全工法の検討経緯と今回の審議内容 

図1.1 地下水流動保全工法の設計検証フロー 

第３回委員会 
審議済内容 
 ・中央JCT 
 ・大泉JCT 

第２回委員会 
審議済内容 

設計検証（中央JCT） 
 
【検討条件の変更】 

地下水流動保全工の基本構造を 

一部変更（タイプ２→タイプ１） 
 
・地下水流動保全工法（タイプ１）の 

配置が妥当か 

第５回委員会審議内容 

第４回委員会 
審議済内容 
 ・東名JCT 



 

 

 

○地下水流動保全工法の基本構造は表1.1に示す2タイプとし、通水管の設置方法に応じて選定する。 
 

表1.1 「集水・涵養井戸」方式 

 タイプ1 タイプ2 

構造 

  

対象地域 東名JCT、中央JCT・東八道路IC、青梅街道IC、大泉JCT・目白通りIC 中央JCT・東八道路IC 

集水方法 ・集水井の周囲から地下水を集める ・集水パイプから地下水を集める 

施工時期 

・道路構造物と一体的に施工 

（開削と並行して井戸と通水管を施工、その後に躯体構築及び埋戻

しを行う） 

・道路構造物の施工時期に制約を受けない 

用地 ・用地が狭い場所でも施工できる ・推進工法の発進・到達立坑が必要となり、用地が狭い場所では適用できない 

適用 ・通水管を開削で設置できる場合 ・通水管を開削で設置できない場合 

メンテナン

ス方法 

＜井戸＞揚水、エアリフト、高圧洗浄など ※地上から器具を挿入 

＜通水管＞高圧洗浄など ※地上から器具を挿入 

＜井戸＋集水ボーリング＞ 高圧洗浄など ※潜水夫が井戸内に入り作業 

＜通水管＞ 高圧洗浄など ※潜水夫が井戸内に入り作業 

（図はイメージ） 

（第2回委員会資料 再掲） 



 

 

 

 

○全面開削工法に変更となった区間について、地下水流動保全工タイプ１を４０ｍ間隔で設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 地下水流動保全工法の構造形式変更について 

既往設計（第３回委員会資料より） 

デザインビルドによる実施設計 

(タイプ2） 

配置間隔100ｍ 

（タイプ1） 

配置間隔50ｍ 

（タイプ1） 

配置間隔40ｍ 

地下水流動保全工法 

（タイプ1） 

配置間隔40ｍ 

タイプ２井戸の配置変更 

（集水・涵養パイプ延長） 

タイプ１へ変更する区間 

（タイプ1） 

（タイプ1） 

配置間隔40ｍ 

（タイプ2）
（タイプ2） 

100m 50m 100ｍ 
40m 

（タイプ1） 

配置間隔50ｍ 

地下水流動保全工法 

（タイプ1） 

配置間隔40ｍ 

（タイプ1） 

配置間隔40ｍ 

図2.1 地下水流動保全工法配置計画図（中央JCT、東八道路IC） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.2 概略設計フロー 

・v＝Qreq÷Ａ÷ｎ (Ａ：井戸の集水・涵養面積※2、ｎ：帯水層の有効間隙率) 

必要通水量qreqを算出 

地下水流動保全工法の 

配置間隔aを仮定 

地下水流動保全工法1ユニット 

が負担する通水量Qreqを算出 

必要水位差Δhi(井戸及び通水 

管の水頭損失)を算出 

・Qreq＝a×qreq 

・qreq（≒奥行き1mあたりの自然地下水流量） 

Δhi＜自然水位±0.1ｍ※1 
ＮＧ 

ＯＫ 
※1 設計目標値 

涵養井戸近傍の 
地下水の実流速vを算出 

v＜限界実流速vp 
ＮＧ 

ＯＫ 

三次元浸透流解析で検証 

・Δhiは井戸理論 
により求める 

・限界実流速vpは本事業と同種地盤(武蔵野礫層)の3次元モデル実験結果より設定 

・地下水流動保全工法の配置間隔を検証 

※2 帯水層部の井戸の表面積 

地下水流動保全工法の設計及び性能評価 （第３回委員会資料 再掲）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下水流動保全工法の設計に用いる地質・地下水条件  

図2.3 地質・地下水条件 

世田谷区 

中央JCT･東八道路IC 

青梅街道IC 

 

三鷹市
武蔵野市

調布市 

狛江市 

杉並区

練馬区

大泉JCT・目白通りIC

東名JCT 

杉並区
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＜3次元浸透流解析モデル＞ 

南 
北 国分寺崖線 

●地質の状況 

東名JCT 

中央JCT・東八道路IC 青梅街道IC 大泉JCT・目白通りIC 

●地下水の流れ 



 

 

 

 

○検証の結果、構造変更後においても中央JCT敷地境界の地下水位変動量が設計目標値±0.1ｍ未満であることを確認した。 

 

表3.1 構造物完成後の地下水位変動量（中央JCT・東八道路IC） 

対策前 対策後 

地下水位変動量が±0.1ｍを超過する。 地下水位変動量が±0.1ｍ未満となる。 

(3) 地下水流動保全工法の設計及び性能評価結果 

地下水位 

変動量(m) 

地下水位 

変動量(m) 

(上流側) 

(下流側) 

 

(上流側) 

(下流側) 

(タイプ2) 

(タイプ1) 

50m間隔 

 

50m 
100m 

40m間隔 
(タイプ1) 

(タイプ2) 
100m 

(タイプ1) 

40m間隔 

(タイプ1) 

40m間隔 

(タイプ1) 

40m間隔 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下水流動保全工法 タイプ1 一般構造図（中央JCT・東八道路IC） 

○井戸径(φ800mm)、通水管径(縦管φ250mm、横管φ500mm)は、通水に必要な径、

メンテナンスのし易さ（揚水ポンプや洗浄ノズルが入る大きさ）、設置スペース

を考慮して決定した。 

○通水管の敷設位置は、通水管からの水漏れ等による躯体の損傷を回避するため、

道路構造物の躯体の外側とした。 

○井戸と通水管の接続位置は、自然地下水位より下方となるようにした。 

○井戸と通水管とも地上からメンテナンスできる構造とした。 

図3.1 地下水流動保全工法 （タイプ1）標準図 

（中央JCT・東八道路IC） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下水流動保全工法 タイプ2 一般構造図（中央JCT・東八道路IC） 

○井戸から水平方向に集水・涵養パイプを打設し、集水・涵養

する。 

○井戸径は、推進工法の発進・到達立坑として必要な大きさと

した。 

○通水管径は、φ800mm（点検時に人の立入りが可能な大きさ）

とした。 

○集水・涵養パイプの口元に止水バルブを設け、開閉できる構

造とした（施工時及びメンテナンス時に止水できる構造とし

た）。 

A-A断面 集水・涵養パイプ断面図 

図3.2 地下水流動保全工法（タイプ2）標準図 

（中央JCT・東八道路IC） 
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